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【教材 の 目的 と概要 】
講義 レジュメ ・資料等 の教材配布 と教員
か ら受講生への連絡 を 目的 として,2009年
度秋 学期 か ら私の担 当す る講義科 目すべ て
にMoodleのコー スを開設 してい る。
【講義 にお ける活用方法 】
コー ス 開設 科 目はいず れ も受講 生2～
300名の大規模講義科 目で ある。初回講義
で 「受講前 にMoodleから教材 をダウンロ
ー ド ・プ リン トして講義 に持参す るこ と」
を指示 して実行 させ る。また,受 講生への
連絡事項 はMoodleを用いて通知す るこ と
を明言 して実行す る。そのために,講 義前
日ま でに は必 ず コー スヘ ア クセ スす る よ
う動機付 ける。
【授 業 で使 った感想 】
「教材配布 だけ」のMoodle活用であるが
「され ど教材配布 」である。私 の講義 は配
布資料 が多い。 レジュメは もちろん図表や
文書資料 な どの教材 を毎 回配布す るので大
規模 講義 では教材配布 の手 間 と時 間がか か
る。講義 室前方 か ら手送 りさせ る と後方 に
到達す るまでかな りの時間を要す る上,そ
の間は私語 が渦巻 く。逆 に教材 を教室後方
に置いて入 室時に取 らせ るこ とも試 みたが,
教材 だ け取って講義 には出ず 「持 ち帰 り」
す る学生が多 く,講 義 中ひ んぱんに 「持 ち
帰 り」の学生が出入 りして騒 々 しい。ハ ン
ドア ウ トを用 いず に教材提示 はすべてパ ワ
ーポイ ン トで行 う講義 も試みた。 しか し図
表 な どの資料 は手元 に残 さなけれ ば復習が
できない。
そ うした試 行錯 誤の さなかにMoodleを
利 用 し始 め,学 生個々 に教材 をダ ウンロー
ド・プ リン トさせ る ように した。それ によ
っ て教材 配布 をめ ぐ り以 下 の利 点 が得 ら
れた。
i.教 材 配布 の時間 と手 間が不要 とな り,
入室 してす ぐ講義 を開始で きる。i.教 材
を入手す るた めだ けにやって くる 「持 ち帰
り」型 の学生(講 義 中に出入 りして静粛 を
乱す)が いない。ii.配布教材の印刷,丁
合,ス テープ ラー綴 じ等に要 していた手間
や手続 きが不要になった。iv.配布 教材 は
履 修者 数 ぶ ん用意 してい た ので余 る こと
が多 く紙資源 の無駄であった。また,床 に
散乱 す る な ど して講義 室 の美観 を損 ね る
上,講 義後 に片付 ける手 間が要 る。それ ら
の問題が解消 した。V.配 布教材 は リソグ
ラフ な どの 印刷機 で作 成 す るた め画質 が
悪いが,Moodleであれ ば(PCプ リンタの
性 能に もよるが)グ ラデー シ ョンを用いた
グラフやイ メー ジ画像な ど,画 質の良い教
材 を利用で きる。vi.学生は受講前に教材
を入手 して予習で きる。また,欠 席 して も
教材 を入手で きる。
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